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会 員 表 彰 に 思 う

初
夏
の
候
、
毎
日
記
録
的
な
猛
暑
が
続

く
な
か
で
、
６
月
５
日
の
午
後
、
中
央
公

民
館
で
１
２
７
名
の
出
席
の
も
と
、
定
時

総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

岡
村
理
事
長
の
挨
拶
の
な
か
で
会
員
の

減
少
は
企
業
の
定
年
延
長
に
よ
り
会
員
確

保
が
む
ず
か
し
く
な
っ
て
来
て
い
る
が
、

や
り
が
い
生
き
が
い
、
人
生
の
充
実
を
う

た
い
な
が
ら
、
人
員
増
員
を
図
り
た
い
と

の
事
。

10
年
会
員
表
彰
者
20
名
で
、
代
表
の
小

林
茂
氏
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。続
い
て
、

来
賓
の
市
長
代
理
清
水
副
市
長
、
小
泉
県

議
会
議
員
、
佐
々
木
見
附
市
議
会
議
長
、

金
子
三
条
公
共
職
業
安
定
所
長
よ
り
祝
辞

を
頂
い
た
。

途
中
、
見
附
市
健
康
福
祉
課
よ
り
、
健

幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
案
内
の
説
明
を
し
て

頂
く
。

議
長
に
田
中
信
一
会
員
を
選
出
後
、
理

事
会
承
認
の
令
和
元
年
度
事
業
計
画
、
収

支
予
算
書
が
報
告
さ
れ
、
続
く
平
成
30
年

度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
は
い
ず
れ
も
原

案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

互
助
会
総
会
で
は
平
成
30
年
度
事
業
報

告
、
決
算
報
告
、
新
役
員
4
名
が
選
出
さ

れ
、
令
和
元
年
度
事
業
計
画
、
収
支
予
算

案
を
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
、
承
認
さ

れ
、
閉
会
と
な
っ
た
。

令
和
元
年
度 

定
時
総
会

南
見
附
地
区

米
倉
　
賢
一

職
を
退
い
た
平
成
21
年
6
月
、

66
歳
。
隠
居
は
し
た
く
な
い
し
、

出
来
る
仕
事
が
あ
れ
ば
挑
戦
し
た

い
。
人
的
交
流
や
多
少
の
収
入
も

望
む
所
で
い
つ
ま
で
も
元
気
に
輝

き
た
い
。
果
敢
な
思
い
を
丸
ご
と

聞
い
て
く
れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
に
入
会
し
た
。

顧
み
て
10
年
、
多
様
な
職
歴
の

人
達
と
知
り
あ
い
一
期
一
会
の
ご

縁
を
頂
き
な
が
ら
、
互
助
会
で
は

カ
ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
、

上
手
下
手
ぬ
き
の
好
き
な
歌
を
歌

手
気
分
で
大
声
を
張
り
上
げ
、
楽

し
い
ふ
れ
合
い
と
豊
か
な
人
生
ス

テ
ー
ジ
を
築
か
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
。歴

代
の
役
職
員
の
皆
さ
ん
に

も
、
高
齢
者
の
気
持
ち
を
よ
く
理

解
し
、
き
め
細
か
に
生
き
る
道
標

を
示
し
て
貰
い
、
ご
尽
力
に
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

新
時
代
の
令
和
を
迎
え
、
高
齢

者
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
感

じ
、
元
気
に
楽
し
く
過
せ
る
よ
う

な
磐
石
な
新
時
代
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。

西
見
附
地
区

田
代
　
優
子

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
延
長
で
草
取

り
を
選
び
、
草
取
り
の
姿
勢
に

仲
々
慣
れ
ず
体
中
が
痛
く
辛
い
日

が
続
き
ま
し
た
。

仕
事
を
し
て
行
く
中
で
芽
生
え

た
思
い
は
、
周
囲
の
人
と
の
繫
が

り
の
大
切
さ
、
そ
れ
が
意
欲
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

夕
方
、
草
取
り
が
終
る
頃
に
疲

れ
を
感
じ
ま
す
。
翌
朝
目
覚
め
れ

ば
、
お
客
様
と
メ
ン
バ
ー
の
顔
が

目
に
浮
か
び
、
力
が
湧
き
、
夫
か

ら
も
励
ま
さ
れ
ま
す
。

歌
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
施
設

訪
問
さ
せ
て
頂
き
人
生
の
先
輩
方

と
童
謡
、
昭
和
の
メ
ロ
デ
ィ
と
唄

い
進
む
に
連
れ
、
大
き
な
弾
ん
だ

歌
声
、
そ
の
時
の
ほ
ん
わ
か
な
空

気
は
、
何
と
も
云
え
ぬ
満
足
感
を

味
合
わ
せ
て
く
れ
ま
す
。
丈
夫
な

体
に
生
ん
で
く
れ
た
両
親
（
母
は

96
才
）
に
手
を
合
わ
せ
、
お
天
道

様
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
こ
の
時

が
、
長
く
つ
づ
く
事
が
唯
一
の
願

い
で
す
。

回
顧
10
年
、

　
　
　
令
和
に
思
う

時
が
、
流
れ
行
く
中
で
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令和元年度　賛助会員ご紹介
年会費を納め、シルバー事業を応援して下さっている事業所会員様（一口 3,000 円）

（10口）
サンアロー㈱新潟工場
㈱サンプラスト三笠
㈱タツミ

（２口）
吉田整理㈱
㈱久我精機

（１口）
武石奥次郎商店
㈱松本式典
㈲ホテルつるや
社会福祉法人すみれ保育園
大滝金物店
㈲板垣造園緑花
㈲タチカワ
㈲イマニ帳簿店

金録ニット㈱
キヤノントッキ㈱
税理士法人　みのり
会席仕出し　たぶせ
㈱里味
㈱マックスニット
社会福祉法人ちごし保育園　星　義英
㈱Ⅰ・ひよこ
㈲斎藤自動車工場　見附サービス工場
見附染工㈱
㈱北越タンバックル
北越化成㈱
㈱本久　みつけ健幸の湯ほっとぴあ
日本海運輸㈱
シンコー㈱　見附工場
岩渕　高雄

（敬称略、順不同）５月 31日現在

西川飲料㈱
㈱山田工機
㈱文化
若林商工美術
丸勝石油㈲
㈲あわづや
㈱生活サポーター　ふるまい
㈲ヒラセ酒店
コロナ物流㈱
㈲原の湯
㈱髙橋産業
第一ニットマーケティング㈱
㈱ハニーインターナショナル
㈲太田家
㈱三本テキスタイル
㈱協栄
社会福祉法人新潟保育園　岩崎昭文
㈱藤谷製作所

令
和
元
年
度
　
表
彰
者

〈
会
員
表
彰
〉

　
十
年
在
会
し
、
五
ヶ
月
以
上
就
業
し
た

年
度
が
五
年
を
超
え
る
会
員

　
田
中　
栄
一　
　
　
小
林　
　
茂

　
佐
野　
誠
一　
　
　
田
代　
優
子

　
大
野　
順
康　
　
　
小
市　
教
三

　
上
村　
　
通　
　
　
中
村　
ハ
ル

　
神
林　
文
男　
　
　
西
方　
政
夫

　
米
倉　
賢
一　
　
　
板
垣
の
り
子

　
高
橋　
　
弘　
　
　
広
瀬　
一
郎

　
吉
田　
正
博　
　
　
小
川　
二
三

　
玉
井　
広
司　
　
　
栗
林　
ヨ
ミ

　
棚
村　
武
一　
　
　
江
部　
齊
子

　
（
敬
称
略
　
入
会
順
）

会
員
互
助
会
新
役
員

役
職
名　
　
氏　
名

会　
長　
遠
藤　
春
枝

副
会
長　
近
藤　
悦
夫

会　
計　
佐
野　
政
秋

幹　
事　
池
田　
栄
司　
（
新
任
）

　
〃　
　
吉
岡
八
重
子

　
〃　
　
難
波　
初
枝

　
〃　
　
今
井　
　
勝

　
〃　
　
目
黒　
信
雄　
（
新
任
）

　
〃　
　
芳
田　
信
子　
（
新
任
）

　
〃　
　
橘　
　
一
夫　
（
新
任
）

監　
事　
荒
井　
旗
一

　
〃　
　
佐
藤
長
太
郎
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いきいき会員の声
定
年
後
、
老
人
ホ
ー
ム
で
宿
直
の
仕

事
を
、
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

施
設
の
お
客
様
は
、人
生
の
大
先
輩
。

喜
ん
で
も
ら
お
う
と
思
い
、
子
供
の
頃

か
ら
大
好
き
な
唄
で
、
カ
ラ
オ
ケ
を
、

楽
し
ん
で
い
た
だ
く
事
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
事
務
所
隣
の
、
シ

ル
バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ぷ
ら
む
に
、
仲
間
に

入
れ
て
も
ら
い
、
楽
し
ん
で
作
っ
て
い

る
木
工
品
の
売
れ
る
喜
び
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
情
報
交
換
や
、
昔
話
が
楽
し

い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
友
達
が
出
来
る

事
を
楽
し
み
に
続
け
て
、
行
こ
う
と
思

い
ま
す
。

私
は
、
上
北
谷
地
区
の
山
合
い
の
自

然
豊
か
な
所
に
住
ん
で
い
ま
す
。

こ
こ
近
年
は
、
東
京
、
埼
玉
に
い
る

子
供
、
孫
達
に
無
農
薬
、
有
機
野
菜
を

栽
培
し
て
送
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
「
健
康
」「
仲
間
」

「
経
済
」
が
そ
ろ
わ
な
い
と
楽
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。

昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
「
シ
ル

バ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ぷ
ら
む
」
に
自
分
の

作
っ
た
安
心
安
全
な
野
菜
と
手
作
り
小

物
等
々
を
納
品
出
来
る
事
の
喜
び
を
噛

み
締
め
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

「
令
和
」
に
相
応
し
く
「
健
幸
」
に

と
願
っ
て
い
ま
す
。

南
見
附
地
区西

　
　
孝
吉

楽
し
く
、
元
気
で

南
見
附
地
区張

戸
　
初
枝

楽
し
い
野
菜
作
り

西
見
附
地
区小

出
　
了
子

子
ど
も
達
と
私

西
見
附
地
区山

田
　
政
男

健
康
法
は
山
登
り

私
の
健
康
法
は
、
登
山
と
写
真
を
撮

る
事
で
す
。
ど
ん
な
に
健
康
で
有
っ
て

も
歩
く
事
が
出
来
な
く
な
っ
た
ら
大
変

で
す
。
そ
こ
で
心
掛
け
て
い
る
の
は
毎

日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
登
山
で
す
。
登

山
を
し
な
が
ら
写
真
を
撮
る
の
も
楽
し

み
の
一
つ
で
す
。
新
緑
と
紅
葉
そ
し
て

可
憐
で
鮮
や
か
な
山
野
草
も
疲
れ
た
気

持
ち
を
癒
し
て
く
れ
ま
す
。
去
年
の
北

穂
高
登
山
で
下
山
の
時
で
す
。
ク
サ
リ

と
ハ
シ
ゴ
の
取
り
付
き
に
来
た
時
、
70

歳
代
の
男
性
が
休
ん
で
居
ら
れ
、
自
か

ら
口
を
開
い
て
、『
自
分
は
3
年
前
に

肺
の
手
術
を
し
て
、
1
年
目
は
百
ｍ
の

山
も
登
れ
な
か
っ
た
が
3
年
目
に
し
て

漸
く
こ
こ
ま
で
来
る
事
が
で
き
た
』
と

話
さ
れ
た
の
を
聞
い
て
大
変
驚
き
ま
し

た
。
そ
し
て
人
は
や
れ
ば
出
来
る
ん
だ

な
ー
と
感
心
す
る
と
共
に
元
気
を
沢
山

頂
い
た
思
い
が
し
ま
し
た
。
最
近
は
山

は
待
っ
て
く
れ
な
い
逃
げ
て
行
く
と
云

い
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
体
力
の
続
く

限
り
好
き
な
写
真
と
登
山
に
行
き
た
い

と
思
っ
て
居
り
ま
す
。

孫
の
子
守
り
も
や
や
終
り
に
近
づ

き
、
市
主
催
の
子
育
て
支
援
員
研
修
が

あ
り
修
了
証
書
を
頂
き
、
こ
れ
を
切
っ

掛
け
に
入
会
し
て
3
年
目
を
迎
え
ま
し

た
。
す
ぐ
に
保
育
園
の
補
助
業
務
の
お

仕
事
に
就
き
ま
し
た
。
保
育
園
の
子
ど

も
達
は
「
ま
た
遊
ぼ
う
ね
。」
と
か
、

2
才
児
の
子
ど
も
さ
ん
は
私
の
膝
の
上

に
座
っ
た
り
、
お
ぶ
さ
っ
た
り
し
て
、

と
て
も
か
わ
い
く
感
じ
ま
し
た
。
若
い

頃
、
夢
は
保
育
園
の
先
生
で
し
た
が
、

も
ろ
も
ろ
事
情
で
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
こ
の
年
齢
に
な
っ
て
、
子
ど
も
達
と

ふ
れ
あ
う
お
仕
事
に
就
け
た
事
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。「
先
生

ま
た
、
明
日
ね
。」
と
待
っ
て
い
て
く

れ
る
子
ど
も
達
に
励
ま
さ
れ
、
セ
ン

タ
ー
理
念
の
自
主
自
立
、
共
働
、
共
助

の
基
、
短
時
間
で
は
あ
り
ま
す
が
、
健

康
に
気
を
つ
け
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

通
っ
て
い
ま
す
。
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「
ふ
れ
あ
い
み
つ
け
」
第
53
号
の
表
紙

は
、
会
員
池
嶋
利
喜
夫
さ
ん
の
洋
画
作
品

で
す
。

昨
年
の
10
月
12
日
か
ら
16
日
に
開
催
さ

れ
た
、
第
42
回
見
附
市
展
で
、
洋
画
部
門

の
市
展
賞
に
輝
い
た
油
絵
「
雨
あ
が
り
」

で
す
。

池
嶋
さ
ん
は
、
こ
の
作
品
に
よ
り
、
見

附
市
展
無
鑑
査
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
当

セ
ン
タ
ー
会
員
に
は
、
見
附
市
内
・
外
で

各
部
門
に
渡
っ
て
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
美

術
作
家
が
多
く
居
ら
れ
ま
す
が
、
見
附
市

展
無
鑑
査
作
家
は
池
嶋
さ
ん
で
2
人
目
と

な
り
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、
今
の
季
節
に
ふ
さ
わ
し

い
五
月
晴
れ
の
朝
風
景
で
、
岩
室
夏
井
の

は
さ
木
で
、真
ん
中
の
三
本
の
は
さ
木
に
、

朝
陽
が
当
っ
て
い
て
爽
や
か
さ
を
際
立
て

て
い
る
傑
作
で
す
。

（
小
倉
）

木
々
が
み
ず
み
ず
し
く
若
葉
を
ま
と
い

梢
を
伸
ば
す
季
節
、
旧
栃
尾
里
山
、
2
反

程
の
百
姓
の
せ
が
れ
、
お
互
い
幼
い
時
か

ら
駆
け
っ
こ
好
き
優
劣
児
と
記
憶
。
40
年

代
は
Ｇ
Ｓ
に
無
我
夢
中
、
50
年
代
は
岳
人

に
目
覚
め
て
、
60
年
代
は
山
峡
を
極
め
後

に
、
シ
ニ
ア
時
代
、
シ
ニ
ア
競
技
、
我
武

者
羅
ぼ
や
き
不
便
の
状
況
が
忠
実
、
今
日

偶
然
奇
遇
、
2
班
内
共
に
、「
庭
木
類
、
春

先
暮
秋
期
、
全
般
作
業
に
従
事
、
益
々
切

磋
琢
磨
し
我
の
為
、
人
様
の
為
、
市
民
の

為
に
努
め
る
。
就
労
終
礼
後
、
帰
宅
一
番
、

柳
葉
魚
焼
き
、
手
酌
で
チ
ビ
リ
、
チ
ビ
リ
、

振
り
返
り
、
工
夫
し
仕
上
仕
事
達
成
感
と
、

依
頼
者
よ
り
感
謝
の
一
言
が
妙
薬
」

ご
馳
走
様
ー
。 今

新
地
区
　
諸
橋
　
勇
雄

表
紙
紹
介

俺
の
ひ
と
り
言

企業紹介（賛助会員）
【
会
社
紹
介
】

㈱
タ
ツ
ミ
は
、
木
造

住
宅
の
耐
震
性
を
高
め

る
接
合
金
具
お
よ
び
構

造
部
材
（
プ
レ
カ
ッ
ト

木
材
、
屋
根
、
床
、
壁

パ
ネ
ル
な
ど
）の
製
造
、

販
売
を
行
う
木
造
建
築

総
合
資
材
メ
ー
カ
ー
で

す
。１

９
７
８
年
４
月
に

三
条
市
で
木
造
住
宅
の

在
来
軸
組
工
法
に
用
い

る
補
強
金
具
メ
ー
カ
ー

と
し
て
創
業
し
、
お
陰

様
で
昨
年
40
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。

現
在
、
見
附
市
の
見

附
工
場
を
中
核
と
し
て

全
国
各
地
に
あ
る
営
業

所
な
ら
び
に
全
国
の
都

道
府
県
に
タ
ツ
ミ
グ
ル

ー
プ
の
連
携
協
力
会
社

を
置
き
、
ど
こ
か
ら
の

ご
注
文
に
も
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
を
整
え

て
い
ま
す
。

タ
ツ
ミ
が
誕
生
さ
せ

た
接
合
金
物
「
テ
ッ
ク

ワ
ン
」
は
、
木
材
の
欠

損
部
分
が
少
な
く
て
す

む
た
め
に
地
震
発
生
時

の
揺
れ
に
も
強
い
金
物

工
法
と
し
て
、
阪
神
淡

路
大
震
災
を
機
に
住
宅

建
築
の
主
流
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
耐
震
加
工
技
術

は
、
現
代
の
生
活
環
境

に
適
合
し
、
一
般
住
宅

に
限
ら
ず
学
校
や
保
育

園
、
高
齢
者
施
設
、
そ

の
他
商
業
施
設
な
ど
に

も
幅
広
く
採
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

毎
年
の
よ
う
に
地
震
、

水
害
、
台
風
と
い
っ
た

自
然
災
害
が
起
こ
る
こ

の
国
に
お
い
て
タ
ツ
ミ

の
使
命
は
、
住
む
人
の

安
全
を
確
保
し
、
住
む

人
の
暮
ら
し
を
豊
か
に

す
る
こ
と
。

Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
で
も
お
な

じ
み
の
フ
レ
ー
ズ
「
地

震
に
自
信
あ
り
」
の
と

お
り
、
私
た
ち
は
、
胸

を
は
っ
て
こ
の
言
葉
を

答
え
ら
れ
る
よ
う
に
研

究
・
開
発
や
、
製
品
づ

く
り
に
こ
れ
か
ら
も
全

力
を
つ
く
し
て
ま
い
り

ま
す
。

右
　
諸
橋
　
勇
雄

左
　
諸
橋
　
義
憲

（
西
見
附
地
区
）

【企業ＤＡＴＡ】
　創　　業…１９７８
　資 本 金…４０００万
　売　　上…１２０億（グループ全体１６０億）
　従業員数…２８０名（グループ全体３６０名）
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春
を
待
ち
、
花
を
待
ち
、
忽た

ち
まち
、
田
に

は
、
苗
が
植
え
ら
れ
た
。

移
り
行
く
日
々
の
早
さ
に
置
い
て
行
か

れ
る
思
い
。
昭
和
か
ら
平
成
三
十
年
間
を

振
り
返
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
残
し
、

新
し
い
令
和
が
始
ま
る
。

昭
和
生
ま
れ
の
我
々
に
は
、
つ
い
て
い

け
な
い
事
ば
か
り
だ
が
、
筋
金
入
り
の
心

は
、
大
事
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

今
、
朝
ド
ラ
で
は
昭
和
の
家
族
愛
の
物

語
を
放
送
し
て
い
る
が
、
懐
か
し
く
、
食

卓
を
囲
み
、
祖
父
の
厳
し
い
眼
差
し
の
中

に
大
切
な
事
を
教
え
る
家
長
の
、在
り
方
、

家
族
力
の
大
切
さ
を
思
い
起
こ
さ
せ
ら
れ

る
。こ

れ
か
ら
令
和
時
代
が
争
い
の
な
い
穏

や
か
な
世
に
な
る
こ
と
を
祈
る
。

原
稿
を
書
い
て
頂
い
た
皆
様
、本
当
に
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
（
冨
川
）

編

集

後

記

退
職
（
３
月
31
日
付
）

木　

村　

博　

志

ボランティアに
ご協力お願いします

中央公民館駐車場集合
雨天決行
軍手持参

申込は７月 22日㈪まで

見附まつり清掃奉仕
７月 25日（木）
　午前６時〜７時

今
年
も
セ
ン
タ
ー
で
「
見

附
ま
つ
り
民
踊
流
し
」
に
参

加
し
ま
す
。

今
年
か
ら
気
軽
に
参
加
で

き
る
よ
う
に
法
被
で
踊
り
ま

す
。
大
勢
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

配分金
賃金支払日

6/17 ㈪

7/16 ㈫

8/15 ㈭

9/17 ㈫

10/15 ㈫

11/15 ㈮

12/16 ㈪

1/15 ㈬

2/17 ㈪

3/16 ㈪

年会費について
年会費の 3,000 円は、配分金から控除されます。
4 月か 5月の配分金が 3,001 円以上の場合に控除します。
　　　控除日　１回目：５月 20日（月）
　　　　　　　２回目：６月 17日（月）
※領収については、配分金明細書に記載されます。
　派遣就業のみで賃金支払いの方・まだ就業されていない方については、
地域班長が集金させていただきます。不在等の場合は、事務局へ納入を
お願いします。
　納入の期限は６月 28日（金）です。

参
加
者
大
募
集

見
附
ま
つ
り
民
踊
流
し

見
附
ま
つ
り
民
踊
流
し

1.	日　時　　　７月 24日（水）　19時〜 20時 45分
2.	日　程　　　18：00　センター集合
	 　　　　　　18：50　現地整列完了
	 　　　　　　20：45　民踊流し終了
	 　　　　　　21：00　慰労会（センターにて）
3.	服装　　　　法被（はっぴはセンターで用意します）
4.	準備する物　Ｔシャツ（白っぽい色）、ズボンか短パン（黒っぽい色）、靴下、運動靴
5.	その他　　　（1）　事前に練習を行います。
	 　　　　　　（2）　民踊流し終了後、慰労会を開催いたします。
	 　　　　　　※（1）、（2）の詳細につきましては、後日ご案内いたします。
6.	締切日　　　6月 28日（金）までにセンターへ　☎ 62− 0609

会
員
お
く
や
み

石
井
ミ
サ
子 

さ
ん（
南
見
附
地
区
）

平
成
31
年
１
月
逝
去

土
田　
　

沃 

さ
ん（
東
見
附
地
区
）

平
成
31
年
2
月
逝
去

今
井　

健
二 

さ
ん
（
今
新
地
区
）

平
成
31
年
2
月
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。


